
■積極的に取り組んでいます　行政改革④
■ 「子ども手当」のお知らせ⑤
■市立総合病院からのお知らせ⑥
■市県民税からの住宅ローン控除が変更されました⑦
■スズメバチの巣ができる前に対策を⑧
■国民健康保険からのお知らせ⑨ 第１回中郷石岡さくら祭り
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第
４
次
北
茨
城
市
総
合
計
画
の
概
要

　
市
で
は
こ
の
度
、
今
後
十
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
４
次
北
茨
城
市

総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
は
、福
祉
、教
育
、生
活
環
境
、

産
業
、
行
財
政
な
ど
、
す
べ
て
の
施
策
に

つ
い
て
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

　
計
画
の
期
間
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
平

成
三
十
一
年
の
十
年
間
と
し
、「
基
本
構

想
」、「
前
期
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」

に
よ
り
構
成
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
市
政
運

営
を
展
開
し
、
将
来
都
市
像
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
各
位
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
計
画
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
「
第

４
次
北
茨
城
市
総
合
計
画
書
」
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
計
画
の
概
要
版
を
市
内
全
戸

配
布
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
市
長
公
室
企
画
政
策
課

　
　
内
線
２
３
３
　
担
当 

鈴
木
・
小
川

住みたい、住んでよかった
　安心して暮らせるまちへ
住みたい、住んでよかった
　安心して暮らせるまちへ 潤いと活力のある 元気なまちへ潤いと活力のある 元気なまちへみんなでつくる 協働のまちへみんなでつくる 協働のまちへ

北茨城市の新しいまちづくりを
進めるにあたり、基本構想を次
のように掲げます。

基本理念を踏まえ、将来都市像の実現に
向け、次の６つの基本目標を掲げてまち
づくりを進めます。

まち全体に活気を取り戻し、本市の市民生活を
支え安定した行政運営を推進していくために、
将来目標人口を次のように定めます。

昭和40年昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成20年 平成27年 平成31年

50,000

40,000

30,000

20,000

52,000

47,995

49,645
51,593

52,074

51,093

51,035

47,670
44,332

48,323

55,334 目標人口
60,000

将来都市像
みらいのすがた

基本理念
みらいへの想い

基本目標
みらいのめあて

計画の指標
みらいのうつわ

◆協働でつくる　希望あふれるまち
◆いのち輝く　ぬくもりのあるまち
◆文化が香る　はつらつ学びのまち
◆暮らしに安心　幸せを感じるまち
◆人と自然が元気な　潤いのあるまち
◆未来を支える　個性と活力のまち

将来目標人口　

平成31年　５２，０００人

基本構想基本構想基本構想
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グリーン・ツーリズムを生かした
ふれあいとせせらぎのまち

ふれあいと
　せせらぎのまち

にぎわいと
　つどいのまち

うるおいと
　活力のまち

くつろぎと
　やすらぎのまち

ふれあいと
　せせらぎのまち

にぎわいと
　つどいのまち

うるおいと
　活力のまち

歴史・文化の中核を担う
にぎわいとつどいのまち

環境と共生した産業がつくる
うるおいと活力のまち

くつろぎと
　やすらぎのまち

ブルー・ツーリズムを生かした
くつろぎとやすらぎのまち

土地利用構想

施策の大綱

みらいのかたち

地域別まちづくりの方針
地域のみらい

地域の特性に応じ、都市的土地利用と自然的土地利用の均衡を保ちつつ、次の６つ
の基本方針に沿って土地利用を推進します。

◆長期的な視野に立った総合的・体系的土地利用
◆恵まれた自然環境の保護・保全を図り、次代に継承する土地利用
◆地球環境と共生する持続可能な土地利用
◆地域の自然・歴史・文化と調和し、特性を生かした土地利用
◆住宅環境・産業環境の向上を図る土地利用
◆産業振興に資する土地利用

自然的特性、社会的特性、歴史・文化的特
性などから、４つの地域のまちづくり方針を
示します。４つの地域を「まち」と位置づけ、
各々の「まち」の特性を十分に生かしたまち
づくりを推進します。

第１章　協働でつくる　希望あふれるまち（市民参画・行財政運営）
　１節　市民協働・市民参加の推進
　２節　人権の尊重
　３節　都市交流の促進
　４節　行財政の効率的運営

第２章　いのち輝く　ぬくもりのあるまち（健康・医療・福祉）
　１節　健康・医療の充実
　２節　地域福祉の充実
　３節　社会保障の充実

第３章　文化が香る　はつらつ学びのまち（教育・文化）
　１節　学校教育等の充実
　２節　生涯学習社会の構築

第４章　暮らしに安心　幸せを感じるまち（都市基盤）
　１節　土地利用
　２節　都市基盤の充実

第５章　人と自然が元気な　潤いのあるまち（自然環境・生活環境）
　１節　環境保全・循環型社会の実現
　２節　生活環境の向上

第６章　未来を支える　個性と活力のまち（地域産業の振興）
　１節　産業の振興
　２節　労働環境の向上と消費者行政の推進

　基本計画は基本構想を実現す
るための具体的施策です。基本
構想に基づき、今後５年間の基
本方針、施策の展開を示します。
　また、本計画では、各施策を
より効果的に推進していくため
に、目標年次までに達成すべき
目標指標を設け、計画の進行管
理を着実に推進していきます。

基本計画基本計画基本計画
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市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
を
策
定

し
「
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
」「
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
」「
市
民

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
８
つ

の
重
点
項
目
を
設
定
し
、
52
の
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
を
掲
げ
、
平
成

25
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
21
年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
】（
19
項
目
）

①
安
定
的
な
歳
入
の
確
保
（
７
項
目
）

　
　

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、
市
税

徴
収
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
差
押
え

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
有
料
広
告

事
業
の
推
進
に
努
め
、
１
６
４
万
円
の

自
主
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

②
経
費
の
節
減
合
理
化
（
６
項
目
）

　
　

行
政
の
ム
ダ
の
削
減
や
効
率
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
あ
り
方
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

　

  （
６
項
目
）

　
　

定
員
の
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
27

人
の
職
員
を
削
減
し
、
２
億
２
５
０
万

円
を
縮
減
し
ま
し
た
。

【
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
】

　  （
25
項
目
）

④
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

　
  （

11
項
目
）

　
　

体
育
施
設
等
の
管
理
の
民
間
委
託
化

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
を
可
能

と
す
る
組
織
機
構
（
６
項
目
）

　
　

園
児
数
の
減
少
を
受
け
、
市
立
幼
稚

園
２
園
を
廃
止
し
、
中
郷
幼
稚
園
施
設

を
南
部
地
区
の
子
ど
も
の
家
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
人
事
評
価
の
試
行
や
職
員
研

修
を
実
施
し
て
職
員
の
意
識
改
革
を
進

め
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑥
地
方
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化

　

  （
２
項
目
）

　
　

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

病
院
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
ま

す
。

⑦
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
６
項
目
）

　
　

皆
さ
ん
が
よ
り
便
利
に
納
税
や
住
民

票
な
ど
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
、
10

月
か
ら
本
庁
舎
に
お
い
て
日
曜
日
の
窓

口
開
庁
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
６
月
か
ら
市
役
所
で
パ
ス
ポ

ー
ト
の
申
請
・
受
け
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

一
方
、
８
月
か
ら
災
害
・
不
審
者
情

報
の
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
（
ご
登
録
）
く
だ
さ
い
。

【
市
民
協
働
に
よ
る

　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】（
８
項
目
）

⑧
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
　      

　  （
８
項
目
）

　
　

住
民
参
加
型
の
公
園
管
理
や
道
路
里

親
制
度
の
推
進
に
努
め
、
現
在
、
公
園

56
団
体
、
道
路
14
団
体
の
協
力
を
得
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
り
や
す

い
協
働
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
、
市
民

活
動
を
担
う
団
体
の
育
成
や
活
動
の
支

援
、
適
切
な
行
政
情
報
の
提
供
に
努
め
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
各
種
事
業
の
推
進

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
り
組
み
内
容
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課 
企
画
調
整
係

（
鈴
木
、
大
平
）
内
２
３
１
、２
３
２

　

市
民
の
子
育
て
を
支
援
し
、
子
育

て
家
庭
等
の
交
流
を
促
進
す
る
施
設

と
し
て
中
郷
幼
稚
園
跡
に
「
中
郷
子

ど
も
の
家
」
が
４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
主
に
在
宅
の
子
育
て
家

庭
の
保
護
者
や
子
供
が
気
軽
に
集
ま

り
、
交
流
で
き
る
場
所
で
す
。

○
住
所

　

中
郷
町
石
岡
８
１
４
番
地
の
１

○
電
話　

㊷
２
１
８
３

○
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
（
職
員
２
人
常
駐
）

○
使
用
料　

無
料

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
鈴
木
、
赤
沼
）
内
１
３
３

中
郷
子
ど
も
の
家
が

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
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「
子
ど
も
手
当
」
の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
手
当
」
の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
手
当
」
の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
手
当
」
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校
修
了
前
の

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
０
０
０
円
を
養
育
者
に
支

給
す
る
制
度
で
す
。

新
た
に
該
当
す
る
方
は

手
続
き
が
必
要
で
す

子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

６
月
期
の
支
給
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
の

寄
附
に
つ
い
て

　

支
給
要
件
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
新
た
に

支
給
対
象
と
な
る
方
は
、
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。
４
月
１
日
に
支
給
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
書
に
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
か
な
い
場
合
は
、
下
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
手
続
き
の
必
要
な
方

　
　〈
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
〉

　

平
成
22
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
た
方
は
、
手
続
き
不
要
で
す
。
た

だ
し
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な

る
子
ど
も
（
原
則
と
し
て
中
学
２
、３
年

生
）
を
養
育
し
て
い
る
場
合
は
「
額
改
定

認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　〈
児
童
手
当
を
受
給
し
て

　
　
い
な
か
っ
た
方
〉

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方

で
、
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
中
学
校

修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
は
「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
国
民
年
金
以
外
の
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
申
請
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
す
る
方
は
申

請
者
名
義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
以
外
）

※
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。

○
提
出
期
限

　

９
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
４
月

分
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
や
４
月
１
日

以
降
に
転
入
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
申

請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
提
出
先　

市
社
会
福
祉
課
、
各
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支

給
を
受
け
ず
に
、
市
に
寄
附
し
て
、
子
ど

も
、
子
育
て
支
援
の
事
業
に
活
か
し
て
ほ

し
い
と
い
う
方
に
は
、
寄
附
を
行
う
手
続

き
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る
と

い
う
趣
旨
の
も
と
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
子

ど
も
手
当
の
趣
旨
に
従
っ
て
、
子
ど
も
手

当
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が
法

律
上
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

育
ち
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
将
来
を
考
え
、

有
効
に
用
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
万
一
、
子
ど
も
の
育
ち
に
係
る
費
用
で

あ
る
学
校
給
食
費
や
保
育
料
等
な
ど
を
滞

納
し
な
が
ら
、
子
ど
も
手
当
が
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
と
関
係
の
な
い
用
途
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
い

ま
せ
ん
。
子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に
つ
い
て

十
分
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
鈴
木
、
赤
沼
）
内
１
３
３

児童手当 子ども手当

対象となる
子ども

小学校修了前まで（12歳に達
する日以後の最初の 3 月 31
日まで）

中学校修了前まで（15歳に達
する日以後の最初の 3 月 31
日まで）

手当の額
（月額）

・3歳未満
　一律 1万円
・3歳以上
　第 1、2子５０００円
　第 3子以降　1万円

子ども 1人につき
1万３０００円

請求者の
所得制限 有り 無し

支給月 6月、10月、2月に
それぞれの前月分まで支給 児童手当と変わりなし

「子ども手当」は「児童手当」から次のように変わりました。

　

３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た

方
の
６
月
の
支
払
い
は
、
児
童
手
当
２
、

３
月
分
と
、
子
ど
も
手
当
４
、５
月
分
を

支
給
し
ま
す
。
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市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
付
け
で
、
市
立
総
合
病
院
に

５
人
の
常
勤
医
師
（
外
科
２
人
、
内
科
２

人
、
脳
神
経
外
科
１
人
）
が
赴
任
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
脳
神

経
外
科
の
金
子
庸
生
医
師
と
内
科
の
荒
井

康
之
医
師
が
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

市
道
の
「
里
親
」
を
募
集
し
ま
す

市
道
の
「
里
親
」
を
募
集
し
ま
す

○
道
路
里
親
制
度
と
は

　
　

市
民
の
皆
さ
ん
、
ま
た
は
企
業
の
従

業
員
（
５
人
以
上
）
の
団
体
な
ど
が
里

親
と
な
り
、
身
近
な
道
路
を
養
子
と
し

て
清
掃
な
ど
の
美
化
活
動
を
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

○
募
集
道
路

　
　

市
が
管
理
す
る
道
路
で
延
長
50
㍍
以

上
の
歩
道
、
街
路
樹
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
る
道
路

○
主
な
活
動
内
容

・
道
路
の
清
掃
・
除
草

・
道
路
の
街
路
樹
の
軽
易
な
せ
ん
定
、
緑

地
帯
な
ど
の
維
持
管
理

・
道
路
の
植
栽
な
ど
の
企
画
提
案

・
道
路
の
施
設
等
の
定
期
的
な
巡
視

・
そ
の
他
道
路
の
美
化
に
関
す
る
こ
と

○
申
込
方
法　
「
里
親
」
と
し
て
管
理
し

た
い
道
路
の
区
域
を
決
め
、
左
記
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
問
建
設
課 

管
理
係

（
宇
佐
美
、
上
遠
野
）
内
２
４
３

『
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
』
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

『
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
』
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
環
境
美
化
運
動
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、

ご
み
・
空
き
缶
な
ど
の
一
斉
回
収
を
実
施

し
ま
す
。
一
緒
に
北
茨
城
の
す
ば
ら
し
い

自
然
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
と
き　

５
月
30
日
㈰

　

午
前
７
～
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

下
表
の
区
間
に
分
け
て
実
施

し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
集
合
場
所
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係
（
山
野
辺
）

内
３
７
１

集合場所 実施場所 駐車場

長浜荘駐車場

○長浜荘駐車場
〜井戸の入ず
い道

○長浜荘駐車場
〜五浦岬公園

長浜荘駐車場

大津漁協前
○大津漁協前〜

五浦岬公園
○大津漁港付近

大津漁協前

北浜海岸
丸仲青果市場前 ○北浜海岸 市民ふれあいセンター

丸仲青果市場前

小野矢指海岸
塩田橋付近 ○小野矢指海岸 ウェディングパレス美鳳

（旧）スロット J-MAX

脳神経外科

内　科

金子 庸生 医師

荒井 康之 医師

　

は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
１
日
よ
り
脳
神

経
外
科
に
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

金
子
庸
生
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

脳
神
経
外
科
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
い
た

し
ま
す
。
脳
神
経
外
科
は
頭
痛
や
め
ま
い
、

し
び
れ
な
ど
の
症
状
の
方
、
ま
た
頭
部
打

撲
（
頭
部
外
傷
）
や
脳
腫
瘍
、
脳
出
血
や

ク
モ
膜
下
出
血
等
の
疾
患
を
扱
う
科
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
「
頭
」
あ
る

い
は
「
脳
・
神
経
」
に
関
す
る
（
と
思
わ

れ
る
）
症
状
・
疾
患
の
診
断
・
治
療
を
広

く
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
頭
痛
は
我
慢

せ
ず
、
め
ま
い
や
手
足
の
脱
力
・
し
び
れ

な
ど
は
放
置
せ
ず
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、

当
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
血
圧
が

高
い
方
は
放
置
し
て
い
る
と
脳
卒
中
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
血
圧
が
高
く
て

も
症
状
は
殆
ど
出
ま
せ
ん
し
、
脳
卒
中
の

前
触
れ
も
通
常
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
一

度
発
症
す
る
と
多
く
は
後
遺
症
を
残
す
怖

い
疾
患
で
す
。
元
来
脳
卒
中
の
多
く
は
血

圧
の
管
理
等
で
予
防
で
き
ま
す
の
で
、
心

当
た
り
の
方
は
是
非
一
度
、
脳
神
経
外
科

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
に
も
頭
が
重
い
、
最
近
ぼ
ー

っ
と
す
る
、
あ
る
い
は
ろ
れ
つ
が
回
ら
な

い
、
認
知
症
が
心
配
な
ど
、
ど
ん
な
相
談

で
も
結
構
で
す
。
皆
様
が
気
持
ち
良
く
ま

た
安
心
し
て
か
か
れ
る
脳
神
経
外
科
を
目

指
し
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
赴
任
し
ま
し
た
荒
井
康

之
で
す
。
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
内
科
疾
患

を
中
心
に
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
、
地
域
連

携
な
ど
の
分
野
も
含
め
て
勉
強
し
て
来
ま

し
た
。
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

『（
健
康
面
で
）
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
』
を
目
標
に
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
病
院
内
の
内
科
診
療
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院 

病
院
総
務
課

（
狩
野
）
☎
㊻
１
１
２
１

情報公開と
個人情報保護の状況
　市では情報公開条例及
び個人情報保護条例によ
り、保有する情報を公
開・開示しています。平
成 21 年度の状況は以下
のとおりです。

情報公開と
個人情報保護の状況

総務課 総務係（滝）
内３２１

（情報公開）
請求 27 件
公開

（うち一部公開）
23 件

（9 件）
非公開 3 件
不服申立て −
取り下げ 1 件

（個人情報保護）
請求 3 件
公開

（うち一部公開）
3 件

（0 件）
非公開 −
不服申立て −
取り下げ −
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市
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

市
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

市
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

市
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
入
居
し
、
平
成
21
年
分
以
後
の
所

得
税
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
方
も
、
市
県
民
税
か
ら
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
方

■
控
除
適
用
期
間

姉
妹
都
市
締
結
30
周
年

市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

■
控
除
額

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
て
い
て
、
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
を
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
方
で
次

の
項
目
に
当
て
は
ま
る
方

○
平
成
11
年
か
ら

　
平
成
18
年
ま
で
に
入
居
し
た
方

　
　

こ
れ
ま
で
市
県
民
税
か
ら
の
控
除
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
の
提
出
が
必
要

で
し
た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
原
則

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
か
ら

　
平
成
25
年
ま
で
に
入
居
し
た
方

　
　

市
県
民
税
控
除
用
の
申
告
書
の
提
出

は
不
要
で
す
。

※
平
成
19
、
20
年
に
入
居
し
た
方
は
、
所

得
税
で
控
除
期
間
を
15
年
に
延
長
す
る
特

例
の
選
択
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市

県
民
税
か
ら
の
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
①
②
の
金
額
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

小
さ
い
金
額
が
、
平
成
22
年
度
の
市
県
民

税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

の
う
ち
所
得
税
で
控
除
し
切
れ
な
か

っ
た
金
額

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
額

の
５
％（
上
限
は
９
万
７
５
０
０
円
）

の
金
額

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
て
い
る
期
間

問
税
務
課
市
民
税
係
（
平
沢
、
菊
地
）

内
１
５
３
～
１
５
５

　

市
役
所
市
民
課
窓
口
で
は
、
毎
週

日
曜
日
に
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
、
税

証
明
等
の
各
証
明
書
の
交
付
や
市
税

等
の
収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

（
年
末
年
始
除
く
）。

　

取
扱
業
務
は
、
平
日
と
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
開
庁
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

問
市
民
課 

市
民
係
（
古
茂
田
）

内
１
７
４

市
民
課
窓
口
日
曜
開
庁

　３月 18 日、市と茨城ひたち農業協同
組合が「災害時における支援協力に関す
る協定」を締結しました。これは、地震
や風水害、その他の大規模災害時に住民
生活の早期安定を図るため、救援物資の
供給と被害者の応急救済の充実を図るも
のです。

総務課 防災安全室（金澤）　 ３３９

ＪＡ茨城ひたち北 茨 城 市 ＆
災害時における

支援協力に関する協定を
結びました

　
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」「
あ
の
ま
ち
こ
の
ま
ち
」

な
ど
を
作
詞
し
た
野
口
雨
情
、
作
曲
し
た

中
山
晋
平
。
多
く
の
楽
曲
で
コ
ン
ビ
を
組

ん
だ
二
人
の
故
郷
で
あ
る
北
茨
城
市
と
長

野
県
中
野
市
は
昭
和
55
年
５
月
29
日
に
姉

妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

以
来
、
両
市
は
産
業
や
文
化
、
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
、
物
産
品
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
様
々
な
分
野
で
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
こ
の
中
野
市
と
の
姉
妹
都

市
締
結
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
例

年
実
施
し
て
い
る
物
産
品
販
売
な
ど
の
事

業
に
加
え
、
記
念
事
業
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

※
記
念
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課 
企
画
推
進
係
（
佐
藤
）

内
２
３
５

　

市
民
の
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
は
、
市

民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
税

な
ど
に
は
納
付
す
る
期
限
が
定
め
ら
れ
お

り
、
納
付
が
な
い
時
に
は
、
督
促
状
が
送

付
さ
れ
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
税
額

に
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
電
話
や
文
書

で
の
納
税
催
告
を
行
い
ま
す
。

　

市
税
な
ど
の
納
付
に
は
安
全
・
便
利
な

口
座
振
替
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
お
申
し

込
み
は
、
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で

お
取
り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

問
納
税
相
談　

収
納
課
（
中
野
）

内
１
６
２
～
１
６
５

　

口
座
振
替　

税
務
課
庶
務
係
（
広
瀬
）

内
１
５
１
、  

１
５
２
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⑴
設
置
時
期
は
５
～
６
月
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
容
器
に
３
㌢
×
１
・
５
㌢
の
窓
を
開

け
、
雨
水
よ
け
の
ひ
さ
し
を
付
け
る
。

⑵
目
の
高
さ
ぐ
ら
い
の
木
枝
な
ど
に
針
金

で
ぶ
ら
下
げ
る
（
人
気
の
な
い
半
日
陰

が
良
い
）。

　
日
本
酒
４
０
０
㏄
に
対
し
、
砂
糖
を
大

さ
じ
13
杯
の
割
合
で
混
ぜ
合
わ
せ
、
更
に

　

ス
ズ
メ
バ
チ
に
巣
を
作
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
女
王
蜂

の
捕
殺
な
ど
早
い
時
期
か
ら
の
対
処
が
必
要
で
す
。
２
㍑

の
空
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
捕
殺
器
は
家
庭
で
も

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
活
用
法

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

簡
易
捕
殺
器
の
活
用
方
法

捕
殺
器
に
入
れ
る
液
体
の
作
り
方

酢
を
大
さ
じ
９
杯
加
え
る
（
砂
糖
の
代
わ

り
に
蜂
蜜
を
利
用
す
る
場
合
は
、
大
さ
じ

６
杯
）。

※
調
合
液
を
取
り
替
え
る
目
安
は
約
２
週

間
で
す
が
、
容
器
に
た
く
さ
ん
の
蜂
が

入
っ
て
い
た
ら
す
ぐ
に
取
り
替
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
佐
藤
）
内
３
７
１

生涯学習課 スポーツ振興係（吉田） 420※日程は変更になることがあります。

平成 22 年度スポーツカレンダー

3㎝

7㎝程度

1.5㎝1.5㎝

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
で
き
る
前
に
対
策
を

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
で
き
る
前
に
対
策
を

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
で
き
る
前
に
対
策
を

大　会　名 期　　日 大　会　名 期　　日

市民ソフトテニス大会 5 月 22 日㈯、23 日㈰ 市民ミニ・バスケット大会 10 月 3 日㈰

市民ゲートボール大会 6 月 10 日㈭ ゲートボール大会（国保健康づくり） 10 月 6 日㈬、13 日㈬、20 日㈬

市民ゴルフ大会 6 月 13 日㈰ 市長杯小年サッカー大会 10 月 9 日㈯

市民剣道大会 6 月 20 日㈰ 磯原杯近県ソフトテニス大会 10 月 10 日㈰

市長杯お父さんソフトボール大会 6 月 27 日㈰ 市民バスケットボール大会（高校・一般）10 月 10 日㈰、17 日㈰

市長杯ママさんバレーボール大会 6 月 27 日㈰ 市民あるく会 10 月 11 日㈪

高萩警察署管内防犯柔剣道大会 7 月 4 日㈰ 市民サッカー大会（一般） 10 月 17 日㈰、24 日㈰

トスボール教室 7 月 17 日㈯ 市民ママさんバレーボール大会 10 月 24 日㈰、31 日㈰

市長旗学童野球大会 7 月 17 日㈯、18 日㈰ 学童野球大会 10 月 23 日㈯、24 日㈰

市民卓球大会 7 月 25 日㈰ 市長杯ゲートボール大会 10 月 25 日㈪

市民ソフトボール大会 7 月 25 日㈰、8 月 8 日㈰ 市長杯クロッケー大会 10 月 27 日㈬

市長旗争奪野球大会（一般） 7 月 25 日㈰、8 月 1 日㈰、8 日㈰ 中学校野球選抜対抗戦 11 月 6 日㈯、7 日㈰、13 日㈯、14 日㈰

市民弓道大会 8 月 1 日㈰ 茨城駅伝大会（中・高・一般） 12 月 5 日㈰

市民６人制バレーボール大会 8 月 1 日㈰ 市民サッカー大会（中学生） 12 月 12 日㈰

ファミリーバドミントン教室 8 月 7 日㈯ 市民バスケット大会（中学生） 12 月 18 日㈯

市民柔道大会 8 月 8 日㈰ 市民マラソン大会 1 月 23 日㈰

カローリング・ユニカール教室 9 月 5 日㈰ 茨城近県剣道大会 2 月 27 日㈰

市民硬式テニス大会 9 月 26 日㈰ 市民居合道大会 3 月 5 日㈯

市民クロッケー大会 9 月 29 日㈬ スポーツ少年団交流大会 3 月 19 日㈯



9　広報　きたいばらき　5月号

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
公
布
３
月
31
日
、
施
行
４
月

１
日
）
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
内
容
を
改
正
す
る
た
め
、
専
決
処
分
に
よ
り
「
北
茨
城
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
、
中
間
所
得
層
の
負
担

に
配
慮
し
な
が
ら
、
低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
軽
減

措
置
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
リ
ス
ト
ラ
や
企
業
倒
産
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
職
を
失

っ
た
方
（
非
自
発
的
失
業
者
）
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は

改
正
内
容
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

非
自
発
的
失
業
者
の
方
の

保
険
税
を
軽
減

旧
被
扶
養
者
に
対
す
る

軽
減
期
間
の
変
更

賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ

減
額
賦
課
の
割
合
を
拡
大

（
低
額
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減

　割
合
の
変
更
）

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
勤
務
先
の
倒
産
、

解
雇
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
職

を
失
っ
た
方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
に
は
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
予
定
の
方
や
既
に
加
入

し
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
、
軽
減
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
、

そ
の
時
点
で
65
歳
未
満
で
あ
り
、
雇
用
保

険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま
た
は
特
定
理
由

離
職
者
と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方

【
確
認
の
方
法
】

　

職
業
安
定
所
で
交
付
さ
れ
た
「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」
に
よ
る
確
認
と
し
、

「
離
職
理
由
」
欄
の
「
理
由
コ
ー
ド
（
２
桁

の
数
字
）」が
以
下
の
コ
ー
ド
で
あ
る
方

「
特
定
受
給
資
格
者
」
の
場
合

　

→
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

「
特
定
理
由
離
職
者
」
の
場
合

　

→
23
、
33
、
34

【
軽
減
の
内
容
】

　

対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
に
減
額
し
て
国
保
税
の
算
定
を
し

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
給
与
収
入
が

65
万
円
以
下(

給
与
所
得
０
円)

の
方
に

つ
い
て
は
、
申
請
を
さ
れ
て
も
国
保
税
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
軽
減
の
期
間
】

　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
、
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　
（
例
１
） 

離
職
日
が
平
成
21
年
10
月
１
日

の
場
合
→
軽
減
期
間　

平
成
22
年
４
月

～
平
成
23
年
３
月

　
（
例
２
）
離
職
日
が
平
成
22
年
３
月
31
日 

の
場
合
→
軽
減
期
間　

平
成
22
年
４
月

～
平
成
24
年
３
月

【
申
請
の
方
法
】

　
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」と「
印
鑑
」

を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
軽
減
割
合
は
、
被
保
険
者

分
の
均
等
割
額
と
世
帯
別
の
平
等
割
額
に

つ
い
て
６
割
ま
た
は
４
割
軽
減
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
課
税
分

か
ら
は
、
軽
減
割
合
を
７
割
、
５
割
に
変

更
し
、
２
割
軽
減
を
新
設
し
ま
す
。
国
保

税
が
軽
減
さ
れ
る
条
件
に
つ
い
て
は
、
下

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
の
方
法
】

　

７
・
５
・
２
割
の
軽
減
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
世
帯
全
員
の
住

民
税
等
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
前

年
中
の
総
所
得
金
額
等
が
０
円
の
方
も
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当
し
、
職

場
の
健
康
保
険
か
ら
脱
退
さ
れ
た
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
65
歳
以
上
の
方
が
国
保
に

加
入
し
た
際
、
加
入
月
か
ら
２
年
間
の
軽

減
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
入

か
ら
２
年
間
を
経
過
し
て
も
引
き
続
き
軽

減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
中
、
被
保
険
者

の
低
所
得
化
に
よ
る
中
間
所
得
層
へ
の
急

激
な
負
担
の
し
わ
寄
せ
を
緩
和
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
国
保
税
の
医
療
給
付
費

分
の
賦
課
限
度
額
が
47
万
円
か
ら
50
万
円

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
賦
課
限
度

額
が
12
万
円
か
ら
13
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係
（
早
川
、
榎
本
）

内
１
８
１
～
１
８
４

世帯主並びに同一世帯の被
保険者と特定同一世帯所属
者※の前年中の総所得金額
等の合計

均等割額
＋

平等割額

平成 21 年度
以前

33 万円を超えない世帯 ７割軽減 ６割軽減

{33 万円＋ 24.5 万円×被保
険者数（世帯主を除く）} を
超えない世帯

５割軽減 ４割軽減

{33 万円＋ 35 万円×被保険
者数 } を超えない世帯 ２割軽減

※特定同一世帯所得者とは、国保から後期高齢者医療
制度に移行して５年以内の方で、継続して同一の世
帯に属する方をいいます。
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▲三味線の演奏

▲野点で抹茶をいただく

▼地場産品の販売

中郷石岡さくら祭り開催
　

４
月
11
日
、
花
曇
り
で
暖
か
く
風
も
無

い
絶
好
の
花
見
日
和
の
中
、初
め
て
の「
さ

く
ら
祭
り
」
が
、
40
年
前
閉
山
し
た
旧
常

磐
炭
鉱
社
屋
跡
地
の
石
岡
地
区
・
桜
坂
上

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
樹
齢
70
～
90

年
と
も
言
わ
れ
る
大
き
な
桜
十
数
本
は
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
ほ
ぼ
満
開
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
枝
ぶ
り
が
よ
く
、
緩
や
か
な
坂

勾
配
と
相
ま
っ
て
見
ご
た
え
の
あ
る
風
情

で
し
た
。

　

広
場
で
は
、
三
味
線
や
箏
曲
等
の
演
奏
、

風
雅
な
野
点
な
ど
花
見
気
分
の
盛
り
上
げ

に
一
役
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
往
時
の
炭
鉱
景
気
を
偲
ば
せ
る
写

真
展
や
手
の
込
ん
だ「
炭
鉱
神
輿（
４
基
）」

の
展
示
に
年
輩
の
方
た
ち
は
感
慨
深
げ
に

　

４
月
７
日
、
市
内
各
小
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
、
小
学
校
で
は
３
９
６
人

が
、
中
学
校
で
は
４
５
８
人
が
入
学
し
ま

し
た
。

　

中
郷
第
二
小
学
校
で
は
、
31
人
が
入
学
。

６
年
生
に
手
を
引
か
れ
、
入
学
式
の
会
場

に
入
場
し
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
の
呼
名

に
元
気
良
く
返
事
を
し
た
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
を
笑
顔
で
迎
え

て
い
ま
し
た
。

　

常
北
中
学
校
で
は
、
１
０
４
人
が
入
学

し
ま
し
た
。
式
で
は
在
校
生
代
表
の
川
﨑

祐
久
さ
ん
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
新
入

生
代
表
の
鈴
木
健
人
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉

で
応
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
中
学
校
生
活
を
迎
え
て
の
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▲

６
年
生
と
元
気
に
入
場

▲

代
表
の
誓
い
の
言
葉

市内各小中学校で入学式

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
場
産
品
・
模
擬
店
も
多
数
出

店
。
お
手
頃
価
格
と
あ
っ
て
た
く
さ
ん
の

お
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
前
日
に

は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
幽
玄
な
夜
桜
が

楽
し
め
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
「
春
」
の
憩
い
の

場
と
し
て
「
さ
く
ら
祭
り
」
が
定
着
化
す

る
よ
う
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

締
め
く
く
り
に
花
恋
の
名
句
を
一
つ

「
春
風
の
花
を
散
ら
す
と
見
る
夢
は
覚
め

て
も
胸
の
騒
ぐ
な
り
け
り
」
西
行

（
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー　

石
塚　

紘
明
）
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日
の
４
月

６
日
、
関
南
町
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
前
国

道
６
号
線
で
、
高
萩
警
察
署
、
い
わ
き
南

警
察
署
合
同
の
「
浜
街
道
県
境
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
萩
、
北
茨
城
、
い
わ
き
南
部
３
地
区

の
警
察
や
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母

の
会
な
ど
の
関
係
者
の
ほ
か
、
常
北
中
学

校
生
徒
も
参
加
。

　

皆
さ
ん
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
窓
越
し
に
声

を
か
け
、
運
動
の
重
点
項
目
で
あ
る
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
や
飲
酒
運
転
の
根

絶
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
ふ
る
さ
と
自
然
塾
「
春
の

十
石
堀
を
歩
く
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
北
茨
城
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
北
茨

城
山
の
会
、
北
茨
城
野
草
サ
ー
ク
ル
が
主

催
す
る
も
の
で
、
約
60
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
十
石
堀
は
、
江
戸
時
代
中
頃
、
沼
田

主
計
（
か
ず
え
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
中
郷
町
の
一
帯
を
流
れ

る
農
業
用
水
路
で
す
。

　

春
の
陽
気
の
中
、
中
郷
町
馬
田
地
区
か

ら
十
石
堀
親
水
公
園
を
目
指
し
て
出
発
。

皆
さ
ん
は
、
崖
に
沿
っ
た
狭
い
場
所
や
谷

間
を
通
る
堀
に
沿
っ
て
、
先
人
た
ち
の
苦

労
に
思
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
、
関
本
中
学
校
で
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
火
災
を
想

定
し
た
訓
練
で
、
同
校
全
学
年
の
生
徒

１
０
３
人
が
参
加
。
各
学
年
が
、
火
災
が

起
き
た
時
の
初
期
動
作
や
避
難
経
路
の
確

認
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
に
と
っ
て
は
、
入
学
し
て
間
も

な
い
中
、
初
め
て
の
訓
練
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
緊
張
し
た
様
子
で
避
難
。
ま
だ
慣

れ
な
い
環
境
の
中
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時

の
対
処
を
学
び
ま
し
た
。
２
、３
年
生
も

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
迅
速
な
避
難
を

し
て
い
ま
し
た
。

▲先人の苦労を偲んで

親水公園に到着

▲

春の全国交通安全運動合同県境キャンペーン

春の十石堀を歩く 第１回ふるさと自然塾

いざという時に備えて火災避難訓練
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―
ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
か

　

年
間
を
通
し
て
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
の
加

工
を
し
て
い
ま
す
。
今
の
時
期
は
釜
揚
げ

コ
ウ
ナ
ゴ
（
小
女
子
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。

と
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
よ
。

―
季
節
ご
と
に
変
わ
る
の
で
す
ね

　

３
月
～
４
月
は
コ
ウ
ナ
ゴ
、
６
月
～
８

月
は
煮
干
し
、
９
月
か
ら
は
シ
ラ
ス
の
加

工
が
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ウ
ナ
ゴ
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
期

で
す
が
、
今
年
は
春
に
な
っ
て
も
海
水
温

度
が
低
い
よ
う
な
の
で
今
は
オ
キ
ア
ミ
も

多
く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
オ
キ
ア
ミ
は

飼
料
が
主
で
食
材
に
使
わ
れ
る
の
は
ご
く

わ
ず
か
と
な
り
ま
す
。

石
岡
小
学
校
６
年

　

高
野 

咲
稀
さ
ん

祖
母
の
よ
う
な
美
容
師
に

有
限
会
社 

に
ん
べ
ん

―
加
工
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か

　

昔
は
茹
で
る
工
程
か
ら
干
し
（
乾
燥
）

ま
で
、
す
べ
て
手
作
業
で
し
た
が
、
今
は

機
械
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
魚
を
入
れ
る
と

茹
で
上
げ
か
ら
乾
燥
、
選
別
ま
で
自
動
で

進
め
ら
れ
ま

す
。
茹
で
機

は
今
で
は
ほ

と
ん
ど
の
加

工
場
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
も
昔

は
天
日
干
し

で
し
た
が
、

今
は
乾
燥
機

で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は

　

加
工
に
は
大
津
漁
港
や
平
潟
漁
港
で
水

揚
げ
さ
れ
る
魚
を
使
っ
て
い
ま
す
。
地
元

の
味
を
お
客
さ
ん
に
提
供
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
も
販
売

し
て
い
ま
す
。
よ
う
・
そ
ろ
ー
物
産
館
に

直
営
店
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
う
・

そ
ろ
ー
と
も
連
携
し
な
が
ら
地
元
の
味
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

所
在
地　

関
南
町
仁
井
田

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

私
の
夢
は
美
容
師
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
の
祖
母
は
、
美
容
師
な
の
で
私
も
そ
ん

な
祖
母
の
よ
う
な
美
容
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
私
の「
夢
」

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
祖
母
の
い

い
と
こ
ろ
は
、
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
笑

っ
て
い
る
こ
と
と
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
と

こ
ろ
で
す
。
祖
母
に

聞
い
て
み
た
ら
「
笑

っ
て
い
る
と
相
手
も

笑
っ
て
く
れ
る
し
、

元
気
い
っ
ぱ
い
で
い

れ
ば
、
病
気
も
飛
ん

で
行
っ
ち
ゃ
う
か
ら

よ
。
だ
っ
て
病
気
に

な
っ
た
ら
、
み
ん
な

の
笑
顔
が
見
れ
な
い
も
の
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
確
か
に
そ
う
で
す
。
笑
っ
て
い

れ
ば
み
ん
な
が
笑
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
祖
母
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
る
の
は
「
生
活
」
で
す
。

地
い
き
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
や
友
達
、

家
族
な
ど
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
、
大

切
な
こ
と
で
す
。
と
き
ど
き
あ
い
さ
つ
を

す
る
の
を
わ
す
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
年

は
、
最
高
学
年
な
の

で
、
意
識
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ

私
が
、
が
ん
ば
り
た

い
こ
と
は
、
勉
強
で

す
。
特
に
、
算
数
が

一
番
に
が
て
で
す
。

他
は
、
み
ん
な
大
好

き
で
す
。
算
数
の
に

が
て
な
と
こ
ろ
は
、

計
算
で
す
。
な
の
で

復
習
や
予
習
を
や
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
復
習
や
予
習
を

つ
づ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
美
容
師
に
な
る
と
い
う

夢
に
向
か
っ
て
、
勉
強
や
生
活
を
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報　きたいばらき　5月号　12



趣

悠
味

々

み
ん
な
が
心
休
ま
る
写
仏

大
津
町
　
一
ノ
瀬　

一
潔
さ
ん

―
写
仏
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

　

生
ま
れ
た
年
（
干
支
）
で
決
ま
っ
て

い
る
守
護
し
て
く
れ
る
仏
様
を
描
く
も

の
で
す
。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
私
は
仏
画
に
限
ら
ず
、
七
福
神
、

大
黒
様
な
ど
の
神
様
や
家
紋
、
他
に
も

美
人
画
や
子
供
の
絵
等
い
ろ
い
ろ
描
い

て
い
ま
す
。

―
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

親
が
庵
を
作
っ
て
掛
け
軸
な
ど
を
描

い
て
い
た
の
で
、
子
供
の
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
は
、

20
年
位
前
に
通
信
教
育
で
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
仕
事
が
忙
し
く
な
っ
て
休
ん

で
い
ま
し
た
が
、
３
年
程
前
か
ら
仕
事

で
使
っ
て
い
た
事
務
所
を
「
無
妙
庵
」

と
名
付
け
、
再
開
し
ま
し
た
。

―
面
白
い
と
こ
ろ
は

　

仏
様
、
神
様
を
描
く
こ
と
で
心
が
安

ら
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
様
、

神
様
を
調
べ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
面

白
さ
も
あ
り
ま
す
。

―
難
し
い
と
こ
ろ
は

　

細
か
い
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
る
の
で
、
省
略
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
曲
線
が
多
い
の
で

難
し
い
で
す
。

―
今
後
は

　

世
知
辛
い
事
が
多
い
世
の
中
、
た
く

さ
ん
の
人
に
仏
様
や
神
様
の
絵
を
見
て

も
ら
っ
て
心
を
安
ら
い
で
も
ら
い
た
い

で
す
。
ま
た
、
庵
を
持
っ
て
多
く
の
仲

間
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
気
軽

に
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
に
し
た
い

で
す
。

磯原中学校　女子バスケットボール部

一生懸命バスケに取り組むチーム

　磯原中学校女子バスケットボール部は、３年
生３人、２年生 11 人の合計 14 人の部員（取
材時、１年生は仮入部期間）と顧問の長谷川先
生、副顧問の青木先生で活動しています。部訓
は、練習をがんばって試合で笑おうという「練
涙試笑」。この言葉を胸に日々、練習に励んで
います。
　チームの特徴は、部員全員がとにかくバスケ
が好きで一生懸命なこと。そして、真摯にバス
ケに取り組み、徐々に力をつけ、伸び盛りとい
う所です。そのよう
な選手たちに対して
先生方は「勝ち負け
だけでなく、バスケ
をやっていて良かっ
たと思ってもらいたい。そして、バスケを通し
て、技術や体力だけでなく、人間としての成長
もして欲しい」と話してくれました。
　昨年の総体では、３点差で敗退。今年の目標
は、その先輩たちの気持ちを引き継ぎ、まず１
勝すること。そして、ここ数年出場していない
県北大会へ出場することです。大会へ向けてや
る気十分のメンバーに対し、キャプテンの石森
さんは「自分たち３年生がこのチームにいられ
る時間はあとわずか。このメンバーでプレーで
きる時間は残り少ないけれど、総体で良い試合
ができるよう、がんばろう」と語っていました。
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
日

常
生
活
上
の
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
６
月
10
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。
相
続
と
遺
言
に

つ
い
て
ほ
か
、
各
種
行
政
手
続
き

に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　
６
月
２
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分
（
相
談

時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
５

月
26
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

　

市
で
は
、
市
民
の
消
費
の
促
進

と
市
内
施
工
業
者
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を
創
設
し
、

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

資
金
助
成
制
度
に
つ
い
て

○とき　６月７日㈪～９日㈬３日間
　午後６～９時
○場所　中郷町上桜井
　「中郷多目的集会所」
○講習科目　基礎物理、基礎化学、危険物

に関する法令
○受講料　２０００円（テキストを含む）
○申込方法　６月３日㈭までに受講料を添
えて下記へお申し込みください。
※試験日　６月27日㈰
会場　日立工業高等学校、日立市消防本部
願書受付期間
　電子申請　５月14日㈮まで
　書面申請　５月17日㈪まで

消防本部 危険物係（宮内、滑川）
☎４２‐７１４２

案  

内

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。
６

月
３
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

　水道は私たちの快適
な暮らしや都市の諸活
動を支える大切な施設
です。

６月１日～７日は
『水道週間』です

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

・
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
の
所

有
者
。

・
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
。

・
市
で
実
施
し
て
い
る
他
の
同
様

の
補
助
制
度
に
よ
る
補
助
を
受

け
て
い
な
い
。

○
提
出
書
類

〈
申
請
時
〉
工
事
見
積
書
、
住
民

票
、
納
税
証
明
書
ま
た
は
そ
れ

に
代
わ
る
も
の
、
登
記
事
項
証

明
書
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
も

の
、
施
工
前
の
写
真

〈
完
了
時
〉
工
事
完
了
証
明
書
、

工
事
費
の
領
収
書
の
写
し
、
工

事
写
真
（
施
工
前
・
施
工
後
）

○
募
集
人
数　

予
算
の
範
囲
内
で

20
人
程
度
（
先
着
）

○
応
募
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

居
住
年
月
日
、
工
事
費
、
施
工
業

者
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平成22年度危険物取扱者
試験準備講習会

利
用
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
工
事

・
補
助
決
定
後
に
着
工
し
、
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
届

を
提
出
で
き
る
工
事
で
、
金
額

が
10
万
円
（
消
費
税
抜
き
）
以

上
の
工
事

・
住
宅
の
修
繕
、
改
造
、
増
築
、

模
様
替
え
、
そ
の
他
住
宅
の
機

能
維
持
・
向
上
の
た
め
に
行
う

補
修
・
改
造
ま
た
は
設
備
改
善

の
工
事
で
、
市
民
が
市
内
に
所

有
す
る
個
人
住
宅
を
市
内
業
者

が
行
う
工
事

○
補
助
金
額　

工
事
価
格
（
消
費

税
抜
き
）
の
５
％
（
支
給
限
度

５
万
円
）

○
対
象
者

・
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅

に
継
続
し
て
３
年
以
上
居
住
し

て
い
る
。
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
「
分
か

り
に
く
い
道
路
案
内
標
識
を
改
善

し
て
欲
し
い
」「
郵
便
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
欲
し
い
」「
施
設
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
欲
し
い
」
な

ど
困
っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
国
の

行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
６
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
特
設
相

談
所

○
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係
（
村
田
）

内
１
７
８

○
利
用
期
間

〈
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル
〉

　

６
月
22
日
㈫
～
８
月

30
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
７
月
17
日
㈯
ま
で
の
平
日
は
学

校
等
へ
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

〈
市
民
プ
ー
ル
〉

　

７
月
18
日
㈰
～
８
月
22
日
㈰ 

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
休
館
日　

水
温
が
22
度
以
下
の

時
（
本
年
度
は
月
曜
日
も
営
業

し
ま
す
）

※
運
営
の
都
合
に
よ
り
休
館
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
市
民
プ
ー
ル
は
雨
天
時
に
休
館

と
な
り
ま
す
。

○
料
金

　

65
歳
以
上
の
方　
　

無
料

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
１
８

６
カ
国
に
組
織
さ
れ
る
赤
十
字
・

赤
新
月
社
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
民

族
紛
争
や
多
発
す
る
自
然
災
害
の

被
災
者
に
対
す
る
海
外
で
の
救
護

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
で
は
災
害
救
護
活
動
を
始
め
、

救
急
法
な
ど
の
講
習
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
青
少
年
の
育
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
活
動
資
金
（
ご
寄
付
）
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５

月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
、

年
間
５
０
０
円
以
上
を
ご
支
援
い

た
だ
け
る
方
々
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

（
平
澤
）
内
１
３
４

　

平
成
14
年
～
16
年
に
磯
原
町
天

下
橋
の
大
北
川
堤
防
に
「
美
し
い

街
へ
」
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
づ
く
り

事
業
で
、
市
民
の
皆
様
と
ア
ジ
サ

イ
を
植
樹
し
ま
し
た
。
１
・
３
㌔

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
ア
ジ
サ
イ
は
、

美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
多
く
の
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド

の
草
刈
り
や
せ
ん
定
等
を
行
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
と
き　

５
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
～

○
集
合
場
所　

磯
原
町
木
皿
天
下

橋
（
左
図
参
照
）

○
申
込
方
法　

５
月
20
日
㈭
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

示
し
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
商
工
観
光
課 

観
光
係

（
鈴
木
靖
、
松
川
）
内
３
６
３

㊸
３
０
３
０

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
環
境
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　この日にちなみ人権相談所を開
設します。差別、いやがらせなど
で困っていること、近隣トラブル
や家庭内の問題などで心配してい
ることがありましたら気軽にご相
談ください。
○とき　６月１日㈫
　午後１～４時
○ところ　市役所４階特設相談所
○相談員
　人権擁護委員

市民課 広報
広聴係（村田）

１７８

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

申
問
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

（
鈴
木
、
瓦
葺
）
内
３
６
２

㊸
３
０
３
０

６月１日は
人権擁護委員の日です

　

高
校
生
以
上　
　
　

２
１
０
円

　

小
学
生
～
中
学
生　

１
０
０
円

　

未
就
学
児　
　
　
　

無
料

○
利
用
者
の
心
得

・
監
視
員
や
職
員
の
指
示
に
従
う
。

・
小
学
２
年
生
以
下
は
必
ず
保
護

者
が
同
伴
す
る
こ
と
。

・
遊
具
等
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
大
熊
、
吉
田
）

内
４
２
０
～
４
２
２

天下橋
生活改善センター
天下橋
生活改善センター

城山団地

セブン
イレブン

磯原中 至
磯
原

常
磐
自
動
車
道

天
下
橋大北川

集合
場所
集合
場所

至木皿 駐車場
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　いばらき就職支援センターでは、就職
を目指す方々に毎週火曜日、就職に関す
る出張相談を実施しています。
○とき　毎週火曜日（祝日除く）

午前10時～午後３時（正午～午後１時
除く）

○ところ　市役所４階４０６会議室
○相談内容　就職相談、職業紹介、内職

相談、キャリアカウンセリ
ング、職業適性診断など

※申し込みは不要です。
商工観光課 商工労政係

（鈴木、瓦葺）　 ３６２

　

高
齢
化
と
食
生
活
の
変
化
に
伴

い
、
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
す
い
臓
が
ん
、
肝
臓
が
ん

等
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
平

成
23
年
４
月
１
日
ま
で
に
満
30

歳
以
上
に
な
る
方

○
申
込
期
間　
５
月
24
日
㈪
～
６

月
４
日
㈮
（
土
、
日
は
除
く
）

○
検
診
期
間　
７
月
20
日
㈫
～
29

日
㈭
午
前
６
～
10
時

○
検
診
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
、

関
南
多
目
的
集
会
所
、
中
郷
多

目
的
集
会
所

○
料
金　
１
２
０
０
円
（
当
日
）

○
申
込
方
法　

下
記
へ
直
接
ま
た

○
募
集
基
準　

市
内
在
住
の
高
校

生
ま
た
は
学
生
等
で
泳
ぎ
に
自

信
が
あ
る
方

○
募
集
人
員　

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
14
人
程
度

　

市
民
プ
ー
ル　

15
人
程
度

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

腹
部
超
音
波
検
診
を

行
い
ま
す

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
に
は
、
６
月
中
旬
に
受

診
日
を
指
定
し
た
問
診
票
を
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
１
人
当
た
り
の
所
要
時

間
は
５
～
10
分
で
す
。

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
岩
渕
）

☎
㊸
１
３
１
０

いばらき就職支援センター
出張相談

募  

集

午
後
５
時
15
分
（
勤
務
期
間
は

各
開
館
期
間
の
翌
日
ま
で
）

○
日
給　

５
４
０
０
円(

交
通
費

別
途
支
給
）

○
申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
生
涯

学
習
課
に
備
え
付
け
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　
５
月
28
日
㈮

○
試
験
日
時　
６
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
試
験
場
所

　
〈
面
接
〉
関
南
多
目
的
集
会
場

　
〈
実
技
〉
海
洋
セ
ン
タ
ー

申
問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
大
熊
、
吉
田
）

内
４
２
０
～
４
２
２

「
古
道
・
勿
来
切
通
し
を
歩
く
」

　

江
戸
時
代
初
期
に
山
頂
部
分
を

切
っ
て
通
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
古

道
を
歩
き
ま
す
。
当
時
は
常
陸
国

神
岡
宿
か
ら
陸
奥
国
関
田
宿
ま
で

の
最
短
ル
ー
ト
で
、
大
名
の
参
勤

交
代
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

家
族
、
親
子
連
れ
歓
迎
し
ま
す
。

○
と
き　
６
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

○
集
合
場
所　

泉
沢
会
館
駐
車
場

○
募
集
人
員　

40
人

○
対
象
者　
５
歳
以
上
（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
参
加
費
用　

無
料

○
申
込
方
法　

５
月
28
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住

「
市
民
剣
道
大
会
」

○
と
き　
６
月
20
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　
６
月
４
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
） 

	内
４
２
１

「
布
ぞ
う
り
講
座
」
受
講
者
募
集

○
と
き　
６
月
４
日
㈮
、
23
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

（
予
定
）

○
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
講
師　

木
村　

百
代
氏

○
募
集
人
員　

各
15
人
（
先
着
）

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方

○
内
容　

足
の
指
を
使
い
、
細
く

切
っ
た
木
綿
の
布
で
ぞ
う
り
を

編
む

第
２
回
ふ
る
さ
と
自
然
塾

市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

生
き
が
い
講
座

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を

明
示
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

当
選
者
に

開
催
要
項

を
送
付
し

ま
す
）。

申
問
生
涯
学
習
課
内 

ふ
る
さ
と

　

自
然
塾
事
務
局
（
荒
川
）

内
４
３
３　

㊷
０
４
５
４
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　浄化槽管理者（設置者）には、
定期的な保守点検、清掃、年１
回の法定検査が義務付けられてい
ます。浄化槽一括契約システムは、
管理者の義務である保守点検、清
掃、法定検査が、県で定めた標準
契約書により一括し
て契約でき、安心し
て浄化槽を使用する
ことができる大変便
利なシステムです。

県環境対策課
☎０２９‐３０１‐２９６６

　

市
内
の
俳
句
ポ
ス
ト
を
中
心
に

文
学
と
歴
史
解
説
で
周
遊
し
散
策

す
る
「
吟
行
バ
ス
」
を
開
催
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
６
月
19
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
予
定
）

○
散
策
路　

市
役
所
→
平
潟
八
幡

神
社
→
六
角
堂
・
五
浦
美
術
館

→
よ
う
・
そ
ろ
ー
（
昼
食
）
→

雨
情
生
家
→
浄
蓮
寺
→
花
園
神

社
→
市
役
所

○
参
加
料　

無
料(

昼
食
は
持
参

か
レ
ス
ト
ラ
ン
を
各
自
利
用)

○
対
象
者　

各
ポ
ス
ト
周
辺
（
約

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
紀
行

‐
吟
行
バ
ス
‐
の
参
加
者
募
集

○
持
参
品　
６
㌢
幅
く
ら
い
の
木

綿
の
布（
手
ぬ
ぐ
い
８
本
分
位
、

新
し
い
物
で
な
く
て
良
い
）、

昼
食
、
先
の
細
い
ペ
ン
チ

○
服
装　

ズ
ボ
ン
着
用

○
申
込
方
法　

電
話
で
下
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　
５
月
28
日
㈮

　

  (

必
着)

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」
受
講
者
募
集

○
と
き　
７
月
13
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
「
ラ
イ
ト
」

○
ゲ
ス
ト　

志
摩　

幸
子
氏

○
内
容　

カ
ラ
オ
ケ
（
一
人
１
曲

２
コ
ー
ラ
ス
）
を
歌
い
、
ゲ
ス

ト
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

○
募
集
人
員　

40
人
（
応
募
多
数

時
、
抽
選
）

○
対
象
者　

市
内
在
住
で
60
歳
以

上
の
方

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、生
年
月
日
、発
表
曲
名
（
歌

手
名
）
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
見
学
者
は
申
し
込

み
不
要
で
す
。

○
申
込
締
切　
６
月
24
日
㈭

　

  （
必
着
）

※
カ
ラ
オ
ケ
は
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
３
５
華

川
町
臼
場
１
８
７
‐
74
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー｢

ラ
イ
ト
」
生
き
が
い

講
座
係　(

鈴
木
）
☎
㊸
５
３
６
１

■
ま
ち
の
寺
小
屋

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

北
茨
城
自
然
ウ
ォ
ー
ク
会
員
募
集

▽
期
間　

平
成
22
年
６
月
～
平
成

25
年
７
月
（
３
年
間
）

▽
市
民
講
師　

會
澤　

龍
次
さ
ん

▽
募
集
人
数　

40
人

▽
受
講
経
費　

無
料

情
報
B
O
X

浄化槽一括契約システムを
ご利用ください

▽
申
込
締
切　
６
月
５
日
㈯

申
問
☎
㊷
６
２
１
４
（
會
澤
）

「
お
り
が
み
教
室
」

　

６
月
は
梅
雨
の
時
期
で
す
の
で
、

き
れ
い
な
「
あ
じ
さ
い
」
を
作
り

ま
す
。

▽
と
き　
６
月
12
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▽
市
民
講
師　

野
口　

陽
子
さ
ん

▽
準
備
品　

講
師
が
用
意
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

20
人

▽
受
講
料　

無
料

申
問
㊸
１
１
９
８
（
野
口
）

１
㌔
メ
ー
ト
ル
）
の
散
策
が
で

き
る
方

○
募
集
人
員　

40
人
（
先
着
）

○
申
込
方
法　
５
月
28
日
㈮
ま
で

に
左
記
へ
電
話
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
等
を
明
示
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
泉
）	内
１
２
１
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■
県
消
費
生
活
相
談
員
等
養
成
講

座
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

　

県
で
は
消
費
生
活
専
門
相
談
員

の
資
格
取
得
を
目
指
す
方
を
対
象

に
、
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
消
費

者
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
専
門
知

識
の
習
得
に
意
欲
を
持
っ
た
人
を

募
集
し
ま
す
。

▽
会
場　

県
開
発
公
社
ビ
ル

　
（
水
戸
市
笠
原
町
）

▽
定
員　

60
人
（
書
類
選
考
）　

▽
期
間　
７
月
か
ら
２
カ
月
程
度

▽
受
講
料　

受
講
料
は
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
等
は
受
講
者
負
担
）

▽
応
募
締
切　
５
月
20
日
㈭

　
（
必
着
）

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
に
受
講
希

望
理
由
（
４
０
０
字
以
内
）
を
添

え
、
下
記
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
北
茨
城
野
草
サ
ー
ク
ル

第
９
回
写
真
展
「
魅
せ
ら
れ
て
」

　

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
の
造
形

美
に
感
動
し
、
撮
影
さ
れ
た
会
員

各
々
の
個
性
豊
か
な
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

▽
と
き　
５
月
23
日
㈰
～
29
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

▽
と
こ
ろ　

磯
原
駅
西
口

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
り
ぷ
る
」

問
☎
㊷
４
０
１
０
（
加
藤
）

■
㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
茨
城

支
部
公
開
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　

社
団
法
人
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の

会
茨
城
支
部
で
は
、
医
療
講
演
会

と
療
養
相
談
を
行
う
第
44
回
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　
６
月
６
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

小
美
玉
市
四
季
文
化

館
（
み
の
～
れ
）

▽
講
演
内
容　
「
リ
ウ
マ
チ
治
療

の
最
前
線
」（
講
師　

尾
登　

誠
氏
）

　
「
リ
ウ
マ
チ
の
ホ
ー
ム
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
選
手
権
」（
講
師　

服

部　

考
彰
氏
）

▽
相
談
内
容　

療
養
相
談
（
個
別

相
談
）、
足
と
靴
の
相
談

問
㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
茨

　

城
支
部

☎
０
２
９
‐
２
７
３
‐
４
８
９
５

■
歯
の
何
で
も
電
話
相
談

　

普
段
、
歯
科
医
師
に
聞
け
な
い

こ
と
、
入
れ
歯
の
こ
と
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
、
料
金
の
こ
と
な
ど
歯
に

つ
い
て
の
悩
み
や
質
問
な
ど
何
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
匿
名
で
結
構

で
す
の
で
、
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

▽
と
き　
６
月
13
日
㈰

　

午
後
２
～
５
時

▽
受
付
電
話
番
号

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

☎
０
２
９
‐
８
３
５
‐
０
７
３
７

▽
回
答
者　

歯
科
医
師

■
生
誕
１
１
０
周
年
記
念

山
本
丘
人
展
‐
魂
の
抒
情
詩

▽
期
間　
５
月
30
日
㈰
ま
で

　

午
前
９
時
30
分
～
５
時
（
月
曜

休
館
、
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

▽
と
こ
ろ　

県
天
心
記
念
五
浦
美

術
館

　

４
月
５
日
、
常
陽
銀
行
磯
原
支

店
か
ら
こ
の
春
小
学
校
へ
入
学
し

た
児
童
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

問
教
育
総
務
課 

企
画
総
務
係

（
村
田
）	内
４
５
１

　水沼ダム、小山ダムでは５月19
日㈬にダム管理事務所と花園川、大
北川流域各警報局のスピーカー放送、
サイレン吹鳴を行います。
○スピーカー・サイレンの吹鳴時間
　午前９時40分～
　（水沼ダム、花園川）
　午前10時～
　（小山ダム、大北川）

県高萩工事事務所ダム管理課
☎２２‐２３２３

水沼ダム　☎４３‐９１５２
小山ダム　☎２０‐３５０１

全国一斉ダム洪水対応演習

申
問
〒
３
１
０
‐
０
８
０
２
水

戸
市
柵
町
１
‐
３
‐
１
水
戸
合
同

庁
舎
内
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
４
７
２
２

０
２
９
‐
２
２
６
‐
９
１
５
６

▽第１次試験日　６月27日㈰
▽応募資格　昭和56年４月２日から平成元年４月１日

までに生まれた人
※資格を必要とする職種などはこれによらない場合が
あります。また、募集する職種によって、一定の資
格・免許（取得見込みを含む）を必要とする場合があ
りますので、必ず試験案内でご確認ください。
▽募集人数　募集する職種により異なります。試験案

内でご確認ください。
▽申込方法　「いばらき電子申請・届出サービスホー
ムページ」または、県庁や県民センターなどで配布す
る申込書にご記入の上、県人事委員会事務局あて郵送
（簡易書留）または持参によりお申し込みください。
▽申込締切　５月25日㈫

県人事委員会事務局☎０２９‐３０１‐５５４９
http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/iinkai/jinji/

▽
相
談
料　

無
料

問
茨
城
県
保
険
医
協
会

☎
０
２
９
‐
８
２
３
‐
７
９
３
０

▽
入
館
料　

一
般
６
０
０
円
、
高

大
学
生
４
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円

※
満
70
歳
以
上
の
方
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
等
を
ご
持
参

の
方
は
無
料
で
す
。

問
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

☎
㊻
５
３
１
１

平成22年度茨城県職員採用上級試験

善
意
の
窓
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広告募集中
　市では、自主財源の確保や地元商工業者な
どの育成や振興、市民生活情報を提供する広
告を募集します。
★★★★ 申し込み・お問い合わせ ★★★★

◆広告の規格・掲載料金等

【下1段通し】　　　　　  46×171mm
【下1段の2分の1】　　　46×84mm

対  象

規  格

料  金
【下1段通し】　　　　  18,000円／月
【下1段の2分の1】　　10,000円／月市民課広報広聴係　☎43‐1111（内178）

毎月５日頃発行の広報紙で原則「お知ら
せ掲示板」内（発行部 16,000部／月）

■４カ月児健康診査
　５月 11 日㈫、６月８日㈫　
午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

５月 28 日㈮　午後１時～１時 30 分受付
■２歳児歯科健診

６月３日㈭　午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

５月 14 日㈮、６月 11 日㈮　午後１時～２時受付
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　５月 26 日㈬　午後１時～２時受付
■歯の相談（要予約）

５月 26 日㈬　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　５月 19 日㈬
問保健センター　☎４３‐１３１０

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
５月 20 日㈭、６月３日㈭
[ 大津町公民館 ]
５月 13 日㈭、27 日㈭、６月 10 日㈭
どちらも午後１時～４時

問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談
　５月 19 日㈬、６月２日㈬
　午前 10 時～午後３時　市子どもの家
問社会福祉課　内１３２
■５・６月の「ふれあい体操」
　５月 11 日、18 日、25 日
　６月１日、８日、15 日、22 日、29 日
　午後１時 30 分～３時
　市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

5／9
友愛クリニック
☎ 43-1398 ( 磯原町 )

16
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

23
大津町クリニック
☎ 30-2200( 大津町 )

30
あおぞらクリニック
☎ 30-7770 ( 中郷町 )

6／6
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

13
なかの循環器科・内科クリニック
☎ 30-1002 ( 中郷町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●ハーメルンの笛吹き男

●ふしぎなオルガン〈新版〉

●「ラスカル」の湖で

●青い目の王子

●軽井沢令嬢物語

●竜馬伝〈２〉

●グリーン・エコライフ

●隕石の見かた・調べかたがわかる

●総図解よくわかる古代史

●希望（ホープ）のいる町

グリム兄弟

リヒャルト・ レアンダ

ちばかおり

三田　誠広

諸田　玲子

福田　　靖

進士五十八

藤井　　旭

滝音　能之

ジョーン・ バウアー

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 6/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
5 月 26 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月 - May -
市立図書館5

軽
自
動
車
税　
　
　
［
全　

期
］

国
民
年
金
保
険
料　
［
４
月
分
］

納
期
限　

５
月
31
日

今月の
納税
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うちのうちの

　
端
午
の
節
句
を
祝
う
鯉
の
ぼ
り
が
、
５
月
の
空

を
泳
い
で
い
ま
す
。

　
鯉
の
ぼ
り
は
、
男
の
子
が
誕
生
す
る
と
、
旗
指

物
（
は
た
さ
し
も
の
）
や
幟
（
の
ぼ
り
）
を
立
て

て
祝
う
と
い
う
武
家
の
風
習
を
、
江
戸
時
代
の
庶

民
が
幟
の
替
わ
り
に
「
鯉
の
滝
登
り
」
で
立
身
出

世
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
鯉
を
上
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
発
祥
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
諸
説
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
子
ど
も
の

成
長
を
願
う
親
の
思
い
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ

ら
な
い
も
の
で
す
。

鯉
の
ぼ
り

市の人口と世帯　平成 22年 4月 1日現在（　）は前月比

総人口… 47,252 人 （ − 26） 出　生… 39 人 （  ＋ 12）

男… 23,230 人 （ 　＋1） 死　亡… 45 人 （    − 4）

女… 24,022 人 （ − 27） 転　入… 242 人 （＋ 156）

世帯数… 17,537 世帯（ ＋ 21） 転　出… 262 人 （＋ 204）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

小
さ
い
頃
は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
だ
っ
た
お
は
ぎ
。
今
で

は
両
手
で
や
っ
と
収
ま
る
大
き
さ
に
成
長
し
ま
し
た
。

夜
行
性
で
す
が
、昼
間
で
も
人
懐
こ
く
甘
え
て
き
ま
す
。

中郷町・鈴木さん宅の

（ヨツユビハリネズミ・オス・３歳）
おはぎ

「イタズラ好きでとて

も甘えん坊な涼輔。愛

嬌の良い満面の笑顔に

家族全員が癒されてい

ます」

「甘えん坊でいたずら

大好きな稟久。かわい

い笑顔にぱぱとまま

は、メロメロです」

（父 隆幸さん 母 宏美さん） （父 敏博さん 母 紗也加さん）（１歳３カ月　大津町）

鈴
木

りょうすけ り　く

涼輔 く
　ん

く
　ん

（10 カ月　中郷町）

工
藤稟久

駅へ行く人を楽しませるサクラソウの庭
本間　昌俊　さん 宅（大津町）

春は、お母さんが大好きだったサクラソウが中心
となって軒先を賑わせています。仕事の合間をぬっ
て手入れをしていますが、なるべく「自然のままに」
と考えて栽培。四季折々の花が咲く庭は、散歩や駅
へ行き交う人たちの目を楽しませています。

華川町の臼場公園で撮影


